
熱中症予防調査熱中症予防調査
取り組みました!取り組みました!

にに

わと健康 （２）第４９号へいわ（３） ２０１１年（平成２３年）９月１０日

医療法人 平和会 診療案内

 𠮷𠮷田病院田病院 〈一般外来〉受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：30

月 火 水 木 金 土

午
前
診
察

内科（予約外） ○ ○ ○ ○ ○ ○

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○ ○ ○※１

整形外科（予約制） ○ ○※２

外科･大腸肛門科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

泌尿器科（予約制） ○ ○ ○

婦人科 ○

健　診 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午
後
診
察

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○ ○

婦人科 ○

整形外科（予約制） ○ ○

夜診診察･検査（予約制） ○
※１※２ 土曜の内科と整形外科（いずれも完全予約）は５週目はありません。

 あやめ池診療所あやめ池診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 （精神）
夜　　診 ○ ○（内科･精神科）

〠631－0033　奈良市あやめ池南６丁目１－７　☎0742（45）0460
※精神科は予約制です。

 とみお診療所とみお診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 健康づくり外来 ○（2・4）
夜　　診 ○ ○

〠631－0061　奈良市三碓２丁目１－６　☎0742（45）7480
※診察はすべて予約制です。
※当日の予約枠、急患の方の診療枠もありますのでお気軽にお電話いただくか受付にてお申
し出ください。

 ならやま診療所ならやま診療所  受付時間 午前８：40～11：30 夜間17：10～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ △

午　　後 健診（予約制）
夜　　診 ○ ○

　　〠631－0805　奈良市右京３丁目２－２　☎0742（71）1000
△土曜は第４週、田中医師の思春期外来(完全予約制）のみです。
※婦人科の診察、検診は月水金の午後か、金曜夜間で予約優先（当日予約可）となります。

△
印
＝
土
曜
に
つ
い
て
は
電
話
等
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 夕陽ケ丘診療所夕陽ケ丘診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：30～19：45

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠636－0801　生駒郡三郷町夕陽ケ丘１－40　☎0745（72）9490

 いこま駅前クリニックいこま駅前クリニック  受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：15

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ 予約検査 ○ ○（内科･精神科）

午　　後 心療内科
夜　　診 ○ ○

〠630－0256　生駒市本町７－10　☎0743（71）7222　※心療内科は予約制
※水曜午前の予約検査は胃カメラ、腹部エコー（予約制）です。

 きたまちクリニックきたまちクリニック  受付時間 午前９：00～12：30 午後13：30～16：00 夜間17：30～20：00

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠631－0817　西大寺北町４丁目４－１　☎0742（48）8255　　
※きたまちクリニックは完全予約制です　　　

〈眼科外来〉受付時間 午前８：40～11：45
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○（1･3週のみ）

午後（検査予約） コンタクト
（２･４週）

〈精神神経科外来〉受付時間 午前８：30～11：45

月 火 水 木 金 土
午前（予約制） ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後（予約制） ○ ○

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１丁目７－１　☎0742（45）4601

 へいわ鍼灸院へいわ鍼灸院  施術時間　午前９：00～12：00　午後13：00～16：30
　　　　　　　　　　　　 夜間17：00～19：30 ※すべて完全予約制です

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ × ○ ○

午後 ○ ○ ○ × ○ ○

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１－４－６　☎0742(49)9981

　来年、2012年３月までの期間、ご協力を
呼びかけています。
　８月１日現在
　663件　　364,217,203円

建設協力債にご協力ください！

【事業内容】新精神科病棟の建設・病院内
敷地整備・障害者福祉サービス事業所「ハ
イツ・リベルテ」の移転建築

【種　類】
　１． Ａ型（無利息）５年満期（一口１万円）
　２． Ｂ型（有利息）３年満期　年１％（一

口１万円：一世帯あたり500万円を上限）
　３．募金

𠮷田病院整備事業計画2011𠮷田病院整備事業計画2011
建設協力債の到達建設協力債の到達

　

認
知
症
患
者
は
年
々

増
加
し
、
現
在
の
日
本

に
は
１
６
０
万
人
の
方

が
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
７
月
、「
認

知
症
の
医
療
と
生
活
の

質
を
高
め
る
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
厚
労
省
）

に
、
①
実
態
の
把
握
、

②
研
究
開
発
の
加
速
、

③
早
期
診
断
の
推
進
と

適
切
な
医
療
の
提
供
、

④
適
切
な
ケ
ア
の
普
及

及
び
本
人
・
家
族
支

援
、
⑤
若
年
性
認
知
症

対
策
の
推
進
が
必
要
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
ケ
ア
を
す
る

現
場
で
は
、
認
知
症
の

増
加
、
長
期
化
（
重
症

化
）、
そ
れ
に
伴
う
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
ど
う

す
べ
き
か
と
悩
ん
で
い

ま
す
。

　

認
知
症
は
脳
の
病
気

で
あ
り
、
物
忘
れ
や
時

間
・
場
所
が
わ
か
ら
な

い
、
衣
類
を
着
ら
れ
な

い
な
ど
が
主
症
状
で
あ

り
中
核
症
状
と
言
わ

れ
、
一
方
、
物
盗
ら
れ

妄
想
や
、
徘
徊
、
失
禁

等
も
認
知
症
の
方
に
よ

く
出
現
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
が
認
知
症
の

行
動
及
び
心
理
症
状

（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
と
言
わ

れ
、
認
知
症
を
看
て
い

く
上
で
最
も
重
要
な
問

題
で
す
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
出
現
す

る
と
ケ
ア
困
難
と
な

り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
の
低
下
、
介
護
者

の
ス
ト
レ
ス
増
大
、
早

期
の
施
設
入
所
や
精
神

病
院
へ
の
入
院
な
ど
様

々
な
問
題
が
起
こ
っ
て

き
ま
す
。
出
現
頻
度
は

高
く
、
ケ
ア
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
か
が

認
知
症
の
基
本
で
あ

り
、
最
も
重
要
な
問
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
１
病
棟
に

も
多
く
の
認
知
症
患
者

さ
ん
が
入
院
さ
れ
、
課

題
と
し
て
①
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ

の
対
応　

②
病
状
の
進

行
に
伴
う
嚥
下
性
肺
炎

を
含
む
身
体
合
併
症
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
①
の

対
応
と
し
て
は
他
患
者

と
の
接
触
を
さ
け
安
静

を
守
れ
る
よ
う
な
個
室

を
使
用
し
た
り
ス
タ
ッ

フ
と
１
対
１
で
散
歩
に

出
た
り
、
個
人
プ
ロ
ラ

ム
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
②
の
対
応

と
し
て
内
科
医
は
も
ち

ろ
ん
、
言
語
聴
覚
士
な

ど
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
嚥
下
機
能
回
復
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
治
療
者
は
患

者
さ
ん
の
精
神
面
・
身

体
面
を
把
握
し
状
態
に

応
じ
た
対
応
や
〝
そ
の

人
ら
し
さ
〞、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

も
気
を
つ
け
て
い
く
こ

と
。
更
に
今
後
増
加
す

る
認
知
症　

身
体
面
と

精
神
面
が
治
療
で
き
る

𠮷
田
病
院
・
東
１
病
棟

（
認
知
症
病
棟
）
の
担

う
役
割
は
重
大
で
初
期

か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で

対
応
で
き
る
病
棟
作
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

＊
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
と
は
、

　

 B
e
h
a
v
io
ra
l a
n
d 

P
s
y
c
h
o
lo
g
ic
a
l 

S
y
m
p
to
m
s
 o
f 

D
em
entia 

の
略
で
、

認
知
症
に
伴
う
徘
徊
や

妄
想
・
攻
撃
的
行
動
・

不
潔
行
為
・
異
食
な
ど

の
行
動
・
心
理
症
状
の

こ
と
で
、「
問
題
行
動
」

と
か
「
周
辺
症
状
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す

その④

身
近
に
考
え
た
い

身
近
に
考
え
た
い

メ
ン
タ
ル

メ
ン
タ
ル

  

ヘ
ル
ス

ヘ
ル
ス

そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
！

ウキウキ！かんたん！クッキング

　まだまだ暑い日が続きますね。いかがお過ごし
でしょうか。
　今回は、黒酢を使ったサッパリ焼きそばです！
食べやすくて美味しい！＆作りやすい♪麺を油な
しで下焼きするのがポイントです！

第10回 黒酢焼きそば

《材料》（１人前）
・焼きそばの麺（１袋）
・塩こしょう（少し）
・豚肉こまぎれ（４きれ）
・しめじ（５本）
・黒酢（大さじ２）
・麺つゆ（２倍濃縮のもの）（大さじ３）
・油（大さじ１）
・かつおぶし（少し）

《道具・食器》
・テフロンのフライパン
・コンロ
・さいばし
・大さじ
・おわん
・お皿

《作り方》
【具】
・ おわんに，肉（４きれ）としめじ（５
本）を入れる
・ 黒酢（大さじ２）・麺つゆ（大さじ３）
・油（大さじ１）を加え、さいばしで
まぜる

【麺】
・ 麺の袋を開け、お皿に麺をのせる
・テフロンのフライパンをコンロに置く
・火をつけ、強火にする
・油をしかずに、麺をそのまま入れる
・ こげ目がついてきたら塩こしょう（少
し）を入れる
・全体がこんがりしたら、火をとめる
　（ 下焼きなので、麺が全部ほぐれてい
なくても大丈夫！）

・麺をお皿にもどす
【仕上げ】
・ フライパンに、火をつける前に、おわ
んの中身を全部入れる
　（ 油がはねることがあるので、火はと
めた状態で入れる）

・火をつけ、中火にする
・肉の色が変わるくらいまで、いためる
・麺をくわえる
・麺をほぐしながら炒める
・ たれが少なくなってきたら、全体がこ
んがりするまで炒める
・ お皿に盛り付け、かつおぶしをのせ
る！

に
、御
家
族
が
し
た
り
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
や
出
来

合
い
の
お
惣
菜
を
頼
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。（
役

割
が
な
く
な
り
、
自
信

の
喪
失
）
御
本
人
は
、

「
家
族
に
迷
惑
ば
か
り

か
け
て
い
る
」
等
の
思

い
が
募
り
、
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
な
り
興
奮
・
暴

力
・
介
護
拒
否
な
ど
が

起
こ
り
ま
す
。

　

周
辺
症
状
が
出
現
す

る
と
、
周
り
の
人
び
と

も
困
り
果
て
て
し
ま
い

ま
す
が
、
御
本
人
の
周

辺
症
状
は
、
ス
ト
レ
ス

を
表
現
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
れ
ば
、「
周
辺

症
状
は
認
知
症
の
方
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
そ
の
よ
う

な
認
知
症
の
方
の
気
持

ち
の
理
解
を
し
な
が

ら
、
接
し
方
等
を
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
て
鍋
を
焦
が
し
て
し

ま
い
ま
す
（
二
つ
以
上

の
こ
と
が
重
な
る
と
理

解
で
き
な
く
な
る
と
い

う
判
断
力
の
低
下
や
記

憶
障
害
＝
中
核
症
状
）。

出
来
て
い
た
こ
と
が
出

来
に
く
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
重
な
っ
て
く

る
と
、
も
う
家
事
を
し

な
く
て
も
い
い
よ
う

り
、
不
安
を
感
じ
た

り
、
で
き
な
い
こ
と
が

多
く
な
っ
て
自
信
の
喪

失
等
の
ス
ト
レ
ス
が
出

し
た
。
今
回
は
少
し
古

い
言
い
方
で
す
が
、
中

核
症
状
の
周
辺
に
あ
る

症
状
と
い
う
意
味
と
し

て
、
覚
え
や
す
い
と
思

い
「
周
辺
症
状
」
と
書

い
て
い
ま
す
。

　

周
辺
症
状
は
、
前
回

お
話
し
し
た
「
中
核
症

状
」
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
る
二
次
障
害
で
す
。

も
の
忘
れ
等
の
記
憶
障

害
や
時
間
や
、
月
日
が

分
か
ら
な
い
・
場
所
や

人
が
わ
か
ら
な
く
な
る

見
当
識
障
害
な
ど
の
中

核
症
状
が
背
景
に
あ

り
、
環
境
や
健
康
状
態

や
人
間
関
係
な
ど
の
状

況
が
、
不
快
で
あ
っ
た

　

前
回
は
、
認
知
症
の

症
状
に
は
、「
中
核
症

状
」
と
「
周
辺
症
状
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
、

「
中
核
症
状
」
の
こ
と

に
つ
い
て
書
き
ま
し

た
。
今
回
は
「
周
辺
症

状
」
の
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
周
辺

症
状
」
っ
て
何
だ
ろ

う
？
と
お
思
い
の
方
も

居
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
周
辺
症
状
は
、

か
つ
て
「
問
題
行
動
」

や
「
異
常
行
動
」
と
呼

ば
れ
、
近
年
で
は
、

「
行
動
・
心
理
症
状
」

や
「
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

つ
な
が
る
認
知
症
ケ
ア―

 

③

パ
ニ
ッ
ク
や
暴
力
は

認
知
症
の
方
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！

精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

北
田　

最
映

超サッパリ☆　元気が出る☆

顔顔
笑笑

原
発
、０ゼ

ロ

へ

　

今
回
の
福
島
第
一
原
発

事
故
で
、
原
発
の
安
全
神

何
を
学
び
、
取
り
組
む
の

か　

福
井
の
原
発
の
歴
史

と
現
状
」を
聞
き
、午
後
か

ら
敦
賀
原
発
、
高
速
増
殖

炉
も
ん
じ
ゅ
、
美
浜
原
発

を
見
学
し
ま
し
た
。

見
守
り
や
注
意
が
な
い
と

本
当
に
危
険
だ
と
考
え
ら

れ
る
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。

　

調
査
員
の
感
想
と
し
て

は
、
エ
ア
コ
ン
使
用
等
の

環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
え

る
か
、
ま
た
生
活
さ
れ
て

い
る
方
の
考
え
方
に
ど
こ

ま
で
踏
み
込
ん
で
い
け
る

か
が
難
し
い
、
節
電
キ
ャ

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
熱

中
症
予
防
に
つ
い
て
ご
存

知
で
し
た
が
、
自
分
と
は

無
関
係
と
思
わ
れ
て
い
る

手にしているのは「暑さ指数計」

古
川　

淳

𠮷
田
病
院

東
１
病
棟
師
長

ン
ペ
ー
ン
が
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

の
で
熱
中
症
予
防
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
大
き
く
し
て
欲

し
い
、
自
分
の
こ
と
と
し

て
意
識
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
知
識
の
普
及
が
必

要
、
経
済
的
な
理
由
で
サ

ー
ビ
ス
を
断
っ
た
り
、
減

ら
し
た
り
し
て
い
る
方
の

実
情
を
知
る
こ
と
は
困
難

で
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
、
経
済
的

な
理
由
で
エ
ア
コ
ン
が
購

入
で
き
な
い
こ
と
へ
の
対

策
が
必
要
、
等
が
あ
り
ま

し
た
。

平
和
会
事
務
局

 

高
砂
剛

　

昨
年
同
様
に
猛
暑
と
な
っ
た
今
夏
、
奈
良
県
内
で
も
既
に
２
名
の
方
が
熱
中
症

で
死
亡
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
「
地
域
か
ら
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
を
出
さ
な
い

た
め
の
調
査
」
が
民
医
連
の
取
組
み
と
し
て
、
７
月
25
日
（
月
）
か
ら
８
月
７
日

（
日
）
に
か
け
て
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
和
会
で
も
、
独
居
の
方
や
過
去
に

発
症
さ
れ
た
方
等
、
１
０
０
名
の
方
の
ご
自
宅
を
訪
問
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
熱

中
症
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
い
ま
し
た
。

て
く
る
と

周
辺
症
状

が
出
現
し

ま
す
。

　

例
え

ば
、
鍋
に

火
を
か
け

て
い
る
途

中
に
イ
ン

タ
ー
フ
ォ

ン
が
な
っ

て
対
応
し

て
い
る

と
、
す
っ

か
り
そ
の

こ
と
を
忘

科
学
技
術
庁
長
官
と
な

り
、
や
が
て
原
子
力
村
と

い
わ
れ
る
政
・
官
・
財
の

癒
着
構
造
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
原
発
誘
致
を
決
め

た
県
に
は
建
設
が
集
中

し
、
い
わ
ゆ
る
「
補
助
金

づ
け
」
に
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
福
井
県
が
議
会
で

「
原
発
は
地
域
振
興
に
結

び
つ
か
な
か
っ
た
」
と
陳

謝
し
た
こ
と
な
ど
、
リ
ア

ル
な
お
話
が
聞
け
ま
し

た
。

　

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
り
な
が
ら
、
米
仏
に

次
ぐ
世
界
第
３
位
の
原
発

大
国
に
な
っ
た
日
本
の
歩

み
は
、
米
戦
略
と
密
接
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
来

は
人
体
を
破
壊
す
る
兵
器

に
適
し
た
核
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
押
し

付
け
ら
れ
た
30
年
分
の
ウ

ラ
ン
を
使
用
す
る
た
め

に
、
火
力
発
電
所
を
停
止

さ
せ
て
ま
で
操
業
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
大
量
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

は
、
１
０
０
万
年
の
管
理

を
要
し
ま
す
。

　

地
震
多
発
国
の
日
本
が

54
基
も
の
原
発
を
抱
え
る

世
界
に
例
の
な
い
異
常
。

東
京
電
力
は
ま
ず
、
福
島

原
発
事
故
解
決
へ
の
責
任

と
財
政
負
担
義
務
を
果
た

す
べ
き
で
す
。
民
医
連
で

は
、
原
発
廃
止
を
求
め
る

署
名
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日
、
奈
良
民
医
連
主
催
の

福
井
県
の
原
子
力
発
電
所

の
見
学
に
、
全
体
で
38

人
、
平
和
会
職
員
と
健
康

友
の
会
か
ら
は
17
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
福
井
民
医
連
の

援
助
で
、
講
演
「
福
島
第

福
井
原
発
見
学
研
修
に

参
加
し
ま
し
た

一
原
発
事
故
か
ら

署名用紙

病棟リニューアルオープンに向けて

看護職員大募集（看護師・准看護師）

お知り合いの
看護師さんを
ご紹介ください

ご紹介くださった方に
お礼をさせていただいています。
医療法人平和会　𠮷田病院（312床）
診療所６ヶ所　訪問看護３ヶ所　その他
奨学金制度あり

奈良県奈良市西大寺赤田町１丁目７番１号
TEL 0742-45-4601
看護部長室（内線260）

図表で学ぶ認知症の基礎知識」中央法規認知症介護研究・
研修東京センター発行

BPSDの出現原因
BPSD
幻覚
妄想
徘徊
異食

攻撃的言動
危険行為

夕方の不穏状態
不潔行為
性的逸脱行為
ケアへの抵抗

中核症状
もの忘れ
見当識障害
判断力障害

認知機能障害

不安感 不快感 焦燥感

被害感 身体不調 ストレス

の
渇
き
の
自
覚
が
少
な
く

衣
服
の
調
整
や
室
温
調
整

が
で
き
な
い
方
、
ご
本
人

は
「
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し

水
分
も
摂
っ
て
暑
く
な
い

方
が
少
な

か
ら
ず
お

ら
れ
る
よ

う
で
す
。

周
囲
か
ら

注
意
を
促

さ
れ
な
い

と
水
分
摂

取
が
で
き

な
い
方
、

暑
さ
や
喉

の
で
大
丈
夫
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
て
も
脱
水
や
多

量
の
発
汗
の
症
状
が
で
て

い
る
方
、
経
済
的
理
由
や

体
調
を
悪
く
す
る
の
で
嫌

い
だ
と
の
理
由
で
エ
ア
コ

ン
の
使
用
を
控
え
て
（
ま

た
は
購
入
で
き
な
い
こ
と

で
）
我
慢
さ
れ
て
い
る

方
、
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ

た
時
だ
け
エ
ア
コ
ン
を
つ

け
て
い
る
方
、
ご
夫
婦
間

で
の
体
感
温
度
の
違
い
か

ら
特
に
妻
に
と
っ
て
暑
い

室
温
と
な
っ
て
い
る
等
、

常
日
頃
か
ら
の
地
域
で
の

奈良民医連
主　　　催

話
が
崩
れ
、
将
来

換
を
求
め
ら

れ
て
い
ま

海
水
浴
の
家
族
連
れ
の　
　
　
　
　

向
こ
う
に
そ
び
え
る
「
も
ん
じ
ゅ
」

　

美
し
い

若
狭
の
海

に
、
14
基

も
の
原
発

が
ひ
し
め

き
、
大
阪

や
奈
良
も

１
０
０
㎞

圏
内
で

す
。

　

こ
の
半

世
紀
、
正

力
・
読
売

新
聞
社
長

や
熊
谷
太

三
郎
（
熊

谷
組
）
な

ど
が
自
ら

す
。
７
月
30

へ
安
全
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転


